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数学単元末テスト
5章　平面図形k
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の



Step１説明1 単元末テスト５章　平面図形 Date (                        )   
 Name (                                               ）

点数

次の問いに答えなさい。１ (2点×5=10点)

(1)

(2)

(3)

(4) 解答欄に記入

(5) 図に記入

(1) 下の図1に示した角を, 記号∠を使って表しな
さい。 

１

次の問いに答えなさい。 2 2

100

∠ACD(∠DCA) 

(2) 正方形ABCDをみて, 平行な線分の組を１つ, 

記号を使って表しなさい。 △ABC,△ABD,△ADC  

(1) 下の図の△ABCにおいて, 矢印の方向に, その
長さだけ平行移動させた△DEFを書きなさい。

(3) 下の図3の中にあるすべての三角形を, 記号を
使って表しなさい。 

図1 図2 図3

(4) AB=BC=5cm, ∠B=45°となる△ABCをかきなさ
い。 

(5) 直線ℓ上にAB=4cmとなるように, 線分ABをとり, 線 分AB上に点Pを
とるとき, 「△PABの面積は4cm²となる。」という条件を満たす, 点Pの
全体の集まりは, ど のような図形になるかかきなさい。

直線ℓからの距離が2cmで, 直線ℓに平行な直線 

ℓ

2cm

A B

P P

(3点×5=15点)

(1) 図に記入

(2) 図に記入

(3) 図に記入

(4) 図に記入

(5) 図に記入

A D //BC (A B //DC )



(2) 図の△ABCを, 点O回転の中心として, 45° 回 転 移動させた△DEFをか
きなさい。 

A

C

D

E

F

O

B

(3) 図の四角形ABCDを, 点O回転の中心として,  180°回転移動させた四角
形EFGHをかきなさい。 

A

C

D

E

F

O
B

G

H

(4) 次の図形を, ℓを対称の軸として, 対称移動した図形をかきなさい。 

(5) 下の図で, 線分PQは線分ABを対称移動したものである。このとき, 対
称の軸をかき入れなさい。 

ℓ

｜ ｜

＝ ＝

○ ○

☆ ☆

◻︎

◻︎

A

B Q

P＝ ＝

○ ○



(2点×4=8点)

(1)

(2)

(3)

(4)

3
(3点×2=6点)

(1)

(2)

3

次の図の△A’B’Cは△ABCを点Oを中心として, 移 

動させたものである。次の各問いに答えなさい。 

(1) 回転した角度を答えなさい。 

(2) 対応する点を結ぶ線分は, 点Oとどのような関係にありますか。 

180° 

点Oで二等分さ
れる。 

4
(3点×2=6点)

(1)

(2)

4

 図は, △ABCを直線ℓについて, 対称移動させた
△A'B'C’である。次の各問いに答えなさい。 

(1) AA’とℓはどんな関係にあるか。 

(2) 線分AA'とCC'はどんな関係にあるか。 

直線ℓは線分
AA'の垂直二
等分線であ
る。 

平行

5 5

正方形ABCDの対角線Oを通る線分を、右の図の
ようにひくと,  合同な8つの直角二等辺三角形がで
きる。このとき次の各問いにあてはまる三角形を
記号を使って書きなさい。 

△OBQ, △OCR, 

△ODS 

平時計回りに90°回転させたとき・・・△ODS  

さらに, PRを対称の軸として対称移動させたとき ・・・△OCQ 

A

B C

D

(1) △OAPを, 平行移動するときに重なる三角形 

(2) △OAPを, PRを対称の軸として対称移動した三角形 

△COQ 

P

Q

R

S

O

(3) △OAPを, 点Oを回転の中心として回転移動するときに重なる三角形

(4) △OAPを, 点Oを回転の中心として, 時計の針の回転と 同じ向きに90°回
転移動し, さらにPRを対称の軸として対称移動したときに重なる三角形 

△OBP 

△OCQ 



(3点×5=15点)

(1) 図に記入

(2) 図に記入

(3) 図に記入

(4) 図に記入

(5) 図に記入

6 6

(1) 線分CDの垂直二等分線を作図しなさい。

D

C

次の問いに答えなさい。

(2) 下の図で, 辺BCを底辺とした, △ABCの高さを作図しなさい。 

A

B C
◻︎

A

B

(3)下の図の長方形の紙を, 点Bと点Dが重なるように折り曲げた。　　　　
    この紙を開いたときにできる。折り目を作図しなさい。 

D

C

(4) 直線ℓ上にあって, AP+PBが最小となる点P 

P
ℓ

B
A

=

=



(5) 2直線ℓ, mから等しい距離にある円周上の点P  

m

P

(2点×6=12点)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6) 図に記入

7 7下の図について答えなさい。

A

B

O

(1) 円周のAからBまでの部分を記号で表しなさい。 

(3) 点Aを固定し, 点Bを矢印の方向に動かすとき, 長さが最大となる(2)

のことを何というか。 

(4) (3) のとき, 　　 に対する中心角は何度か。 AB

AB

180° 

(5) 2つの半径, OA, OBと弧ABで囲まれた図形を何というか。

(2) 線分ABをなんというか。

弦 

直径 

おうぎ形 

(6) 円Oで, 点Aが接点となるように, この円の接線ℓを作図しなさい。 

A O

ℓ

(各2点×8=16点)

(1)
長さ　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

(2)
長さ　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

(3)
中心角　　　　　　　°

面積　　　　　　　　㎠

(4)
半径　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

8 8下の図について答えなさい。

(1) 半径3cmの円周の長さと面積を求めなさい。 

(3) 半径6cm, 弧の長さが8πcmのおうぎ形の中心角
と面積を求めなさい。 

(4) 中心角120°, 弧の長さが4πcmのおうぎ形の半
径と面積を求めなさい 。 

(2) 半径4cm, 中心角72°のおうぎ形の弧の長さと面
積を求めなさい。

6π

9π
8
5

π

16
5

π

240

24π

6

12π

ℓ

= 8π ×
1
5

=
8
5

π2π × 4 ×
72
360

π 42 ×
1
5

= 16π ×
1
5

=
16
5

π

12π : 360 = 8π : x
12x = 2880

S = π 62 ×
240
360

中心角の大きさをx°とすると,  

x = 240∘ = 36π ×
2
3

= 24π (c m2)

4π = 2π r ×
120
360

4 =
2
3

r

r = 6 (c m)

r = 6 π 62 ×
1
3

= 12π



(各3点×4=12点)

(1)
長さ　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

(2)
長さ　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

9 9次の図の色のついた部分の周の長さと面積
を求めなさい。 

(1) 周の長さ  (1)面積 

半径６cmのおうぎ形の弧の長さ

24π − 6π = 18π

大きいおうぎ形の面積-小さい方のおうぎ形
の面積  

＝色のついた部分の面積

半径12cmのおうぎ形の弧の長さ

・・・①6 + 6 = 12

・・・②2π × 6 ×
1
6

= 2π

・・・③2π × 12 ×
1
6

= 4π

①＋②＋③＝
12 + 2π + 4π = 12 + 6π (c m)

π122 ×
1
6

= 144π ×
1
6

= 24π

π 62 ×
1
6

= 36π ×
1
6

= 6π

60∘

(1)
まず, 空白部分を求める。  

正方形-半径10cmの円の4分の1 

ー ＝

100 − π102 ×
1
4

= 100 − 25π

× ２ ＝ 200 − 50π

ー ＝

100 − (200 − 50π) = − 100 + 50π (c m2)

(2) 

(2) 周の長さ  (2) 面積 

2π × 10 ×
1
4

× 2 = 10π (c m)

ただし、正方形の1辺は

10cmである。 

10π

−100 + 50π

12 + 6π

18π



Step１説明2 単元末テスト５章　平面図形 Date (                        )   
 Name (                                               ）

点数

次の各問いに答えなさい。１ (2点×5=10点)

(1)

(2)

(3)

(4) 解答欄に記入

(5) 図に記入

(1) 下の図1に示した角を, 記号∠を使って表しな
さい。 

１

次の各問いに答えなさい。 2 2

100

∠ABC(∠CBA) 

(2) 正方形ABCDをみて, 平行な線分の組を１つ、
記号を使って表しなさい。 △ABC,△ABD,△ADC  

(1) 下の図の△ABCにおいて, 矢印の方向に, その
長さだけ平行移動させた△DEFをかきなさい。

(3) 下の図3の中にあるすべての三角形を, 記号を
使って表しなさい。 

図1 図2 図3

(4) となる△ABC

を書きなさい。 

BC = 5cm , ∠B = 60∘, ∠C = 45∘

(5) 直線ℓ上にAB=4cmとなるように, 線分ABをとり, 線 分AB上に点Pを
とるとき, 「△PABの面積は4cm²となる。」という条件を満たす, 点Pの
全体の集まりは, どのような図形になるかかきなさい。

直線ℓからの距離が2cmで, 直線ℓに平行な直線 

ℓ

2cm

A B

P P

(3点×15=15点)

(1) 図に記入

(2) 図に記入

(3) 図に記入

(4) 図に記入

(5) 図に記入

A D //BC (A B //DC )

A

B C

D

E F



(2) 図の△ABCを, 点O回転の中心として, 30° 回 転 移動させた△DEFをか
きなさい。 

(3) 図の四角形ABCDを, 点O回転の中心として,  180°回転移動させた四角
形EFGHをかきなさい。 

A

C

D

E

F

O
B

G

H

(4) 次の図形を, ℓを対称の軸として, 対称移動した図形をかきなさい。 

(5) 下の図で, 線分PQは線分ABを対称移動したもので ある。このとき, 対
称の軸をかき入れなさい。 

◻︎

◻︎

A

B Q

P＝ ＝

○ ○

A

C
DE

FO

B

ℓ

｜ ｜

＝ ＝

≡ ≡

○ ○



(2点×4=8点)

(1)

(2)

(3)

(4)

3
(3点×2=6点)

(1)

(2)

3

次の図の△A’B’Cは△ABCを点Oを中心として, 移 

動させたものである。次の各問いに答えなさい。 

(1) 回転した角度を答えなさい。 

(2) 回対応する点を結ぶ線分は, 点Oとどのような関係にありますか。 

180° 

点Oで二等分さ
れる。 

4
(2点×2=4点)

(1)

(2)

4

 図は, △ABCを直線ℓについて, 対称移動させた
△A’B'C’である。次の各問いに答えなさい。 

(1) AA’とℓはどんな関係にあるか。 

(2) 線分AA'とCC'はどんな関係にあるか。 

直線ℓは線分
AA'の 垂直二
等分線であ
る。 

平行

5 5

正方形ABCDの対角線Oを通る線分を, 右の図のよ
うにひくと,  合同な8つの直角二等辺三角形ができ
る。このとき次の各問いにあてはまる三角形を記
号を使って書きなさい。 

△OBQ, △OCR, 

△ODS 

平時計回りに90°回転させたとき・・・△ODS  

さらに、PRを対称の軸として対称移動させたとき ・・・△OCQ 

A

B C

D

(1) △OAPを平行移動するときに重なる三角形 

(2) △OAPを, PRを対称の軸として対称移動した三角形 

△COQ 

P

Q

R

S

O

(3) △OAPを, 点Oを回転の中心として回転移動するときに重なる三角形

(4) △OAPを, 点Oを回転の中心として, 時計の針の回転と同じ向きに90°回転
移動し, さらにPRを対称の軸として対称移動したときに重なる三角形 

△OBP 

△OCQ 



(3点×5=15点)

(1) 図に記入

(2) 図に記入

(3) 図に記入

(4) 図に記入

(5) 図に記入

6 6

(1) ∠XOYの二等分線を作図しなさい。 

次の問いに答えなさい。

(2) 図の平行四辺形ABCDで, 点Pを通る辺ABの垂線を作図しなさい。 

(3) 辺BCを底辺とした, △ABCの高さを作図しなさい。

(4) 線分AB上を一辺とする正三角形ABCと,  ∠PAB=30°となる辺BC上の点P 

　を作図しなさい。

X

O Y

A

B C

D

◻︎

◻︎

P

A

B C
◻︎

P

A B

C



(各2点×8=16点)

(1)
長さ　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

(2)
長さ　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

(3)
中心角　　　　　　　°

面積　　　　　　　　㎠

(4)
半径　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

(5) 線分ABを直径とする円を作図しなさい。 

(2点×5=10点)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

7 7下の図について答えなさい。

A B
O

(1) 円周のAからBまでの部分を記号で表しなさい。 

(3) 2つの半径, OC, ODと弧CDで囲まれた図形を何というか。 

(4) 図で, 2つの半径, OC, ODのつくる角を何というか。 

AB

180° 

(5) 円の中心Oを通る弦のことを何というか。 

(2) 線分ABを何というか。

弦 

直径 

おうぎ形 

9 9下の図について答えなさい。

(1) 半径7cmの円周の長さと面積を求めなさい。 

(3) 半径9cm, 弧の長さが3πcmのおうぎ形の中心角
と面積を求めなさい。 

(4) 中心角225°, 弧の長さが10πcmのおうぎ形の, 

半径と面積を求め なさい。 

(2) 半径6cm, 中心角120°のおうぎ形の弧の長さと面
積を求めなさい。 

14π

4π

12π

60

8

A

B

C D

中心角

8 8下の円Oと直線ℓが, 周上の1点でPで交わっ
ている。 次の各問いに答えなさい。

(1) 直線ℓを円の何というか。

(3) 半径OPと直線ℓはど
んな関係にあるか。 

(2) 点Pを何というか。

(2点×3=6点)

(1)

(2)

(3) 垂直(OP⊥ℓ) 

接点

接線

27
2

π

49π

40π

2π × 7 = 14π π × 72 = 49π

= 12π ×
1
3

= 4π2π × 6 ×
120
360 π 62 ×

1
3

= 36π ×
1
3

= 12π

18π : 360 = 3π : x 18x = 1080

S = π 92 ×
60
360中心角の大きさをx°とすると,  

x = 60∘
= 81π ×

1
6

=
27
2

π (c m2)

10π = 2π r ×
225
360

r = 8 (c m)10 = 2r ×
5
8 π 82 ×

5
8

= 40π



(各4点×2=8点)

(1) ㎠

(2) ㎠

10 10次の図はすべて1辺が10cmの正方形です。色
をつけた部分の面積を求めなさい。 

(1)

(2) 

100 − 25π

25π − 50

四つ角の空白部分を合わせると
1つの円になる。 

10 × 10 = 100
π52 = 25π

25π − 50(cm2)

π52 − 10 × 10 ÷ 2

半径5cmの円の面積-中の正方形の面積 

ひし形の面積＝１辺×１辺÷２

100 − 25π (cm2)



Step１説明3 単元末テスト５章　平面図形 Date (                        )   
 Name (                                               ）

点数

次の問いに答えなさい。１ (2点×5=110点)

(1)

(2)

(3)

(4) 解答欄に記入

(5) 図に記入

(1) 下の図1に示した角を, 記号∠を使って表しな
さい。 

１

次の問いに答えなさい。 2 2

100

∠ACD(∠DCA) 

(2) 正方形ABCDをみて, 平行な線分の組を１つ, 

記号を使って表しなさい。 △ABC,△ABD,△ADC  

(1) 下の図の△ABCにおいて, 矢印の方向に, その長
さだけ平行移動させた△DEFをかきなさい。

(3) 下の図3の中にあるすべての三角形を, 記号を
使って表しなさい。 

図1 図2 図3

(4) となる△ABC

をかきなさい。 

BC = 5cm , ∠B = 60∘, ∠C = 45∘

(5) 直線ℓ上にAB=4cmとなるように, 線分ABをとり, 線 分AB上に点Pを
とるとき, 「△PABの面積は4cm²となる。」という条件を満たす, 点Pの
全体の集まりは, どのような図形になるかかきなさい。

直線ℓからの距離が2cmで, 直線ℓに平行な直線 

ℓ

2cm

A B

P P

(3点×5=15点)

(1) 図に記入

(2) 図に記入

(3) 図に記入

(4) 図に記入

(5) 図に記入

A D //BC (A B //DC )

A

C

D

E

F

B



(2) 図の△ABCを, 点O回転の中心として, 30° 回転移動させた△DEFをか
きなさい。 

(3) 図の三角形ABCを, 点O回転の中心として, 180°回転移動させた三角形
DEFをかきなさい。 

(4) 次の図形を, ℓを対称の軸として, 対称移動した図形をかきなさい。 

(5) 図の△DEFは△ABCを対称移動させたものである。このとき, 対称の
軸をかきなさい。 

A

C
DE

FO

B

A

CB A′￼

C′￼ B′￼

O

｜

｜○
○

＝

＝

ℓ

｜ ｜

＝ ＝

○ ○

◻︎

◻︎

◻︎

A

C

B

D

E

F

D

E
F

A

C

B
◻︎
◻︎

◻︎

ℓ
｜

｜

＝

＝

≡

≡



(2点×4=8点)

(1)

(2)

(3)

(4)

3
(3点×2=6点)

(1)

(2)

3

次の図の△A’B’Cは△ABCを点Oを中心として, 移 

動させたものである。次の各問いに答えなさい。 

(1) 回転した角度を答えなさい。 

(2) 回対応する点を結ぶ線分は, 点Oとどのような関係にありますか。 

180° 

点Oで二等分さ
れる。 

4
(2点×2=4点)

(1)

(2)

4

 図は, △ABCを直線lについて, 対称移動させた
△A'B'C’である。次の各問いに答えなさい。 

(1) AA’とℓはどんな関係にあるか。 

(2) 線分AA'とCC'はどんな関係にあるか。 

直線ℓは線分
AA'の 垂直二
等分線であ
る。 

平行

5 5

正方形ABCDの対角線Oを通る 線分を, 右の図のよ
うにひくと,  合同な8つの直角二等辺三角形ができ
る。このとき次の問いにあてはまる三角形を記号
を使って書きなさい。 

△OBQ, △OCR, 

△ODS 

平時計回りに90°回転させたとき・・・△ODS  

さらに, PRを対称の軸として対称移動させたとき ・・・△OCQ 

A

B C

D

(1) △OAPを平行移動するときに重なる三角形 

(2) △OAPを, PRを対称の軸として対称移動した三角形 

△COQ 

P

Q

R

S

O

(3) △OAPを, 点Oを回転の中心として回転移動するときに重なる三角形

(4) △OAPを, 点Oを回転の中心として、時計の針の回転と同じ向きに90°回
転移動し, さらにPRを対称の軸として対称移動したときに重なる三角形 

△OBP 

△OCQ 



(3点×5=15点)

(1) 図に記入

(2) 図に記入

(3) 図に記入

(4) 図に記入

(5) 図に記入

6 6

(1) 次の線分の垂直二等分線を作図しなさい。 

次の問いに答えなさい。

(2) 下の図で, 辺BCを底辺とした, △ABCの高さを作図しなさい。 

(3) 図の長方形の紙を, 点Bと点Dが重なるように折り曲げた。 この紙
を開いたときにできる。折り目を作図しなさい。 

(4) 線分ABを使って, ∠PAB=45°を作図しなさい。 

A B

A

B C
◻︎

A

B

D

C

P

A B



(各2点×8=16点)

(1)
長さ　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

(2)
長さ　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

(3)
中心角　　　　　　　°

面積　　　　　　　　㎠

(4)
半径　　　　　　　　cm

面積　　　　　　　　㎠

(2点×5=10点)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

7 7下の図について答えなさい。

A B
O

(1) 円周のAからBまでの部分を記号で表しなさい。 

(3) 2つの半径, OC, ODと弧CDで囲まれた図形を何というか。 

(4) 図で, 2つの半径, OC, ODのつくる角を何というか。 

AB

180° 

(5) 円の中心Oを通る弦のことを何というか。 

(2) 線分ABを何というか。

弦 

直径 

おうぎ形 

9 9下の図について答えなさい。

(1) 直径20cmの円周の長さと面積を求めなさい。 

(3) 半径9cm, 弧の長さが3πcmのおうぎ形の中心角
と面積を求めなさい。 

(4) 中心角225°, 弧の長さが10πcmのおうぎ形の, 

半径を求めなさい。 

(2) 半径4cm, 中心角72°のおうぎ形の弧の長さと面
積を求めなさい。

20π

60

8

C D

中心角

8 8下の円Oと直線ℓが, 周上の1点でPで交わっ
ている。 次の問いに答えなさい。

(1) 直線ℓを円の何というか。

(3) 半径OPと直線ℓはど
んな関係にあるか。 

(2) 点Pを何というか。

(2点×3=6点)

(1)

(2)

(3) 垂直(OP⊥ℓ) 

接点

接線

27
2

π

100π

40π

(5) 直線ℓ上にあって, AP+PBが最小となる点P を作図しなさい。

P
ℓ

B
A

=

=

8
5

π

16
5

π

2π × 10 = 20π π × 102 = 100π

= 8π ×
1
5

=
8
5

π2π × 4 ×
72
360

π 42 ×
1
5 = 16π ×

1
5

=
16
5

π

18π : 360 = 3π : x 18x = 1080

S = π 92 ×
60
360中心角の大きさをx°とすると,  

x = 60∘ = 81π ×
1
6

=
27
2

π (c m2)

10π = 2π r ×
225
360

r = 8 (c m)10 = 2r ×
5
8 π 82 ×

5
8

= 40π



(各3点×4=12点)

(1) cm

(2) ㎠

(3) cm

(4) ㎠

10 10

8 + 2π × 4 ÷ 2

4

(1)  Pの周の長さ

図のP,Qについて, 次の値を求めなさい。ただ
し, 半径8cm, 中心角90°のおうぎ形とする。

(2)  Pの面積

(3)  Qの周の長さ (4)  Qの面積

= 8 + 4π (cm)

4

π42 ÷ 2

= 8π (cm2)

①

②
③

① = 8

② = 4π

①

③ = 2π × 8 ×
1
4

= 4π

①＋②＋③
8 + 4π + 4π = 8 + 8π (cm)

おうぎ形BOA-P 

π82 ×
1
4

= 16π

16π − 8π = 8π (cm)

おうぎ形BOA

8 + 4π

8π

8 + 8π

8π


